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■電動機の選定早見表

■仕　様

基本形式

TP10E-BEA1-B-03

TP10E-BEA2-B-03

TP10E-BEA3-B-03

TP10E-BEA3-C-03

TP20E-BEA4-C-03

TP20E-CEA2-C-03

TP20E-CEB3-C-03

TP20E-CEA3-D-03

TP20E-CEA4-D-03

タンク容量
（L）

10

18

最高使用圧力
（MPa）

2.5

4

7

8

4

7

8

電動機容量
（kW）

0.75 kW 4P

1.5 kW 4P

2.2 kW 4P

8

16.7

ポンプ容量
（㎤/rev）

圧力調整範囲
（MPa）

1.5～ 2.5

2.5 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

2.5 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

電　圧
（V）

AC200V 50/60Hz

AC220V 60Hz

質　量
（㎏）※１

33

38

39

47

※１：作動油及びオプションは含まれておりません。

■ポンプ吐出し量調整ねじ吐出し量調整

■消費電力 ■騒音特性

●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz条件 ●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz
●測定点：水平方向は装置端から1m、高さ方向はフロアーから1.2mにて
測定し四方向の平均値です。

※データは代表値であり、設置されるフロアーや架台、周囲の反射物の有無
により異なります。

条件

●出荷状態（0°位置）より吐出し量を調整する場合は、上記グラフの回転角
度を参考に調整して下さい。

●ポンプの吐出し量調整ねじは納入時位置より左回転（反時計方向）にさせ
ないで下さい。

吐出し量調整ねじの回転角度とポンプ無負荷時吐出し量との関係

CE-03タイプ

BE-03タイプ 1800min-1

1800min-1

1500min-1

1500min-1

30

20

10

0
0 90 180 270 360 450

20mm2/c

回転角度（時計方向）

無
負
荷
時
 吐
出
し
量
（
L/
m
in
）

省エネ油圧ユニット　トヨパックECOⅡ

３つの「Ｓ」水準へのこだわり
「Save Energy=省エネ」､「Save Space=省スペース」､「Save Noise=静かさ」､
この３つの「Save」にこだわり開発した油圧ユニットです。

■特　長
1．可変容量形ベーンポンプの機械容積効率向上により､省エネを実現。
2．小形タンクの採用､ポンプ・モータの小形化により､省スペース､軽量化しました。
3．従来モデルに対し､低騒音です。
4．レベルスイッチ、マイクロセパレータ､リターンフィルタ､オイルパン､タンク自主
水張検査など用途に合わせた豊富なオプションが選択可能です。

●ポンプと電動機､タンクの組み合わせは下記の形式説明・仕様より選定してください。
●タンク内の作動油が油面計のＨレベルまで満たされていることを確認してください。
　運転後は回路内に作動油が入るため､タンク油面が下がるので補充をお願いします。
●電源側と電動機側の相はL1(R)－Ｕ､L2(S)－Ｖ､L3(T)－Ｗとし､試運転時は起動・停止交互運転を
行い､吐出し側に付いている圧力計にて昇圧することを確認してください。昇圧しない場合は､電動機
の回転方向を確認してください。回転方向は､電動機のファン側から見て時計回りです。
●エアー抜きを実施してください。油圧管路の一番遠い所でリターンに接続すると､より早くエアー抜きが
出来ます。
●アース配線は必ず行ってください。感電や火災の原因となります。感電事故防止(火災防止)をより確実
にするためにも､漏電遮断機を設置することを推奨します。
●油圧装置と本機側配管との接続は常用１４ＭＰａ以上､長さ２～３ｍ程度のゴムホースを使用し十分な
たわみを持たせてください。
●作動油は一般鉱物油系油圧作動油(ＩＳＯ ＶＧ３２相当)を油温５～６０℃の範囲でご使用ください。範
囲外で使用しますと故障の原因､作動油の劣化の原因となります。難燃性作動油は使用できません。
●作動油交換の際は､同一銘柄をご使用ください。
●油圧装置の周囲温度は５～35℃の範囲でご使用ください。
●作動油は１年に一度交換するか､汚染が認められた時に交換してください。汚染管理は､汚染度をＮＡ
Ｓ １６３８－１２級以内としてください。作動油が汚染されると機器の寿命低下・故障の原因となります。
●作動油の含水量は０．１％以下としてください。水分が混入すると故障の原因となります。

■形式説明

ＴＰ10Ｅ-ＢＥＡ１-Ｂ-（※）-03
デザイン№
オプション（詳細はK－5ページを参照ください）
電動機容量（効率レベル：ＩＥ3）
　　Ｂ：０．７５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｃ：１．５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｄ：２．２ｋＷ　４Ｐ
圧力調整範囲
　　Ａ１：１．５～２．５ＭＰａ
　　Ａ２：２．５～４ＭＰａ
　　Ａ３：４～７ＭＰａ
　　Ｂ３：４～７ＭＰａ「定馬力タイプ」
　　　　　　　　（カットオフ圧力を低くし、入力を抑えたタイプ）
　　Ａ４：６～８ＭＰａ
ポンプ容量
　　ＢＥ：８㎤/ｒｅｖ
　　ＣＥ：１６．７㎤/ｒｅｖ
ＥＣＯシリーズ
タンク容量
　　１０：１０Ｌ
　　２０：１８Ｌ
トヨパック

●油圧回路

※タンク容量､ポンプ容量､電動機容量の組み合わせは仕様の基本形式欄の中から選定してください。
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■電動機の選定早見表

■仕　様

基本形式

TP10E-BEA1-B-03

TP10E-BEA2-B-03

TP10E-BEA3-B-03

TP10E-BEA3-C-03

TP20E-BEA4-C-03

TP20E-CEA2-C-03

TP20E-CEB3-C-03

TP20E-CEA3-D-03

TP20E-CEA4-D-03

タンク容量
（L）

10

18

最高使用圧力
（MPa）

2.5

4

7

8

4

7

8

電動機容量
（kW）

0.75 kW 4P

1.5 kW 4P

2.2 kW 4P

8

16.7

ポンプ容量
（㎤/rev）

圧力調整範囲
（MPa）

1.5～ 2.5

2.5 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

2.5 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

電　圧
（V）

AC200V 50/60Hz

AC220V 60Hz

質　量
（㎏）※１

33

38

39

47

※１：作動油及びオプションは含まれておりません。

■ポンプ吐出し量調整ねじ吐出し量調整

■消費電力 ■騒音特性

●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz条件 ●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz
●測定点：水平方向は装置端から1m、高さ方向はフロアーから1.2mにて
測定し四方向の平均値です。
※データは代表値であり、設置されるフロアーや架台、周囲の反射物の有無
により異なります。

条件

●出荷状態（0°位置）より吐出し量を調整する場合は、上記グラフの回転角
度を参考に調整して下さい。
●ポンプの吐出し量調整ねじは納入時位置より左回転（反時計方向）にさせ
ないで下さい。

吐出し量調整ねじの回転角度とポンプ無負荷時吐出し量との関係

CE-03タイプ

BE-03タイプ 1800min-1

1800min-1

1500min-1

1500min-1

30

20

10

0
0 90 180 270 360 450

20mm2/c

回転角度（時計方向）

無
負
荷
時
 吐
出
し
量
（
L/
m
in
）

省エネ油圧ユニット　トヨパックECOⅡ

３つの「Ｓ」水準へのこだわり
「Save Energy=省エネ」､「Save Space=省スペース」､「Save Noise=静かさ」､
この３つの「Save」にこだわり開発した油圧ユニットです。

■特　長
1．可変容量形ベーンポンプの機械容積効率向上により､省エネを実現。
2．小形タンクの採用､ポンプ・モータの小形化により､省スペース､軽量化しました。
3．従来モデルに対し､低騒音です。
4．レベルスイッチ、マイクロセパレータ､リターンフィルタ､オイルパン､タンク自主
水張検査など用途に合わせた豊富なオプションが選択可能です。

●ポンプと電動機､タンクの組み合わせは下記の形式説明・仕様より選定してください。
●タンク内の作動油が油面計のＨレベルまで満たされていることを確認してください。
　運転後は回路内に作動油が入るため､タンク油面が下がるので補充をお願いします。
●電源側と電動機側の相はL1(R)－Ｕ､L2(S)－Ｖ､L3(T)－Ｗとし､試運転時は起動・停止交互運転を
行い､吐出し側に付いている圧力計にて昇圧することを確認してください。昇圧しない場合は､電動機
の回転方向を確認してください。回転方向は､電動機のファン側から見て時計回りです。
●エアー抜きを実施してください。油圧管路の一番遠い所でリターンに接続すると､より早くエアー抜きが
出来ます。
●アース配線は必ず行ってください。感電や火災の原因となります。感電事故防止(火災防止)をより確実
にするためにも､漏電遮断機を設置することを推奨します。
●油圧装置と本機側配管との接続は常用１４ＭＰａ以上､長さ２～３ｍ程度のゴムホースを使用し十分な
たわみを持たせてください。
●作動油は一般鉱物油系油圧作動油(ＩＳＯ ＶＧ３２相当)を油温５～６０℃の範囲でご使用ください。範
囲外で使用しますと故障の原因､作動油の劣化の原因となります。難燃性作動油は使用できません。
●作動油交換の際は､同一銘柄をご使用ください。
●油圧装置の周囲温度は５～35℃の範囲でご使用ください。
●作動油は１年に一度交換するか､汚染が認められた時に交換してください。汚染管理は､汚染度をＮＡ
Ｓ １６３８－１２級以内としてください。作動油が汚染されると機器の寿命低下・故障の原因となります。
●作動油の含水量は０．１％以下としてください。水分が混入すると故障の原因となります。

■形式説明

ＴＰ10Ｅ-ＢＥＡ１-Ｂ-（※）-03
デザイン№
オプション（詳細はK－5ページを参照ください）
電動機容量（効率レベル：ＩＥ3）
　　Ｂ：０．７５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｃ：１．５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｄ：２．２ｋＷ　４Ｐ
圧力調整範囲
　　Ａ１：１．５～２．５ＭＰａ
　　Ａ２：２．５～４ＭＰａ
　　Ａ３：４～７ＭＰａ
　　Ｂ３：４～７ＭＰａ「定馬力タイプ」
　　　　　　　　（カットオフ圧力を低くし、入力を抑えたタイプ）
　　Ａ４：６～８ＭＰａ
ポンプ容量
　　ＢＥ：８㎤/ｒｅｖ
　　ＣＥ：１６．７㎤/ｒｅｖ
ＥＣＯシリーズ
タンク容量
　　１０：１０Ｌ
　　２０：１８Ｌ
トヨパック

●油圧回路

※タンク容量､ポンプ容量､電動機容量の組み合わせは仕様の基本形式欄の中から選定してください。
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■オプション形式呼び方

■オプション装備外観寸法図（※フル装備状態の外観図です。但し、マニホールドは除く。）

ＴＰ10Ｅ
ＴＰ20Ｅ-※ＥＡ※-※-（Ｂ）（L）（M）（A）（F）（T）（P）（G）（R）（D）（1）-03

１:1連マニホールド付
２：２連マニホールド付
３：３連マニホールド付
D：メンテナンス方向変更
Ｒ：オイルパン付
G：油面計ガード付
P：圧力スイッチ付

B：レベルスイッチ付
L：タンク自主水張り検査あり
M：マクロセパレータ付
Ａ：ラジエータ用フィルタ付
F：リターンフィルタ付
T：温度計付（TP20Eのみ）

TP10E-※※※※-B-※-03 TP10E-※※※※-C-※-03

TP20E-※※※※-C-※-03 TP20E-※※※※-D-※-03

E

F

E

F

形　　　　式

TP20E-BEA4-C-03

TP20E-CEA2-C-03 

TP20E-CEB3-C-03

TP20E-CEA3-D-03

TP20E-CEA4-D-03

Ａ

181

181

181

191

191

Ｂ

（244）

（244）

（244）

（264）

（264）

Ｃ

（452）

（452）

（452）

（472）

（472）

Ｄ E F

（487）

（487）

（487）

（507）

（507）

460

460

460

485

485

480

480

480

505

505

寸　　法
（単位：mm）

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

リターンフィルタ

圧力スイッチ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

リターンフィルタ

圧力スイッチ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

形　　　　式

TP10E-BEA1-B-03 

TP10E-BEA2-B-03

TP10E-BEA3-B-03

TP10E-BEA3-C-03

Ａ

171

171

171

181

Ｂ

（226）

（226）

（226）

 （244） 

Ｃ

（390）

（390）

（390）

（408）

Ｄ

（425）

（425）

（425）

（443）

E

430

430

430

460

F

450

450

450

480

寸　　法
（単位：mm）

■油温特性

■外観寸法図

L：下限 [9.3L]
H：上限 [10L]

24
7

16
4

41
1

P:Rc1/2

R:Rc3/4

(9)ナイロンチューブ

(9)ナイロンチューブ

(5)注油口兼エアブリーザ

G3/4

銘  板

装置注意銘板

排油口(Rc3/8)

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

DR:Rc1/2

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

250

300

345

360

※460（430）

16
5

4-∅9

31
5

67

4058

118

33
2

17.5
38
.1Rc1/2

吐出し口

4-M8深12

(8)ラジエータ

(1)タンク

(7)マグネットプレート

(6)油面計

(3)トヨポンプ

(4)圧力計

(2)ストレーナ

　

Pポート詳細

L：下限 [13.2L]
H：上限 [18L]

P:Rc1/2

R:Rc3/4

(9)ナイロンチューブ

(9)ナイロンチューブ

(5)注油口兼エアブリーザ

G3/4

銘  板

(8)ラジエータ

(1)タンク

(7)マグネットプレート

装置注意銘板

排油口(Rc3/8)

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

DR:Rc1/2

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

250

300

435

450

※485（460）

16
5

4-∅9

31
5

67

20
8

27
2

48
0

4058

118

33
2

17.5

38
.1Rc1/2

吐出し口

4-M8深12

(6)油面計

(3)トヨポンプ

(4)圧力計

(2)ストレーナ

　Pポート詳細

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マグネットプレート

ラジエータ

ナイロンチューブ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マグネットプレート

ラジエータ

ナイロンチューブ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

●作動油：ISO VG32　●油温：35℃　●電源：AC200V60Hz
●データは無風状態にてポンプ吐出し側をブロックさせてフルカットオフ
　（FC）としています。
●データは代表値であり、構成される回路機器、動作サイクルにより異なります。
油温は60℃以下にてご使用下さい。

条件

注意

※（　）内はTP10E-□□-B-03となります。

※（　）内はTP20E-□□-C-03となります。

TP10E-□□-B-03［基本形］

TP10E-BEA3-B-03 TP20E-CEA3-D-03

TP10E-□□-C-03［基本形］

TP20E-□□-C-03［基本形］ TP20E-□□-D-03［基本形］

P R DR
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■オプション形式呼び方

■オプション装備外観寸法図（※フル装備状態の外観図です。但し、マニホールドは除く。）

ＴＰ10Ｅ
ＴＰ20Ｅ-※ＥＡ※-※-（Ｂ）（L）（M）（A）（F）（T）（P）（G）（R）（D）（1）-03

１:1連マニホールド付
２：２連マニホールド付
３：３連マニホールド付
D：メンテナンス方向変更
Ｒ：オイルパン付
G：油面計ガード付
P：圧力スイッチ付

B：レベルスイッチ付
L：タンク自主水張り検査あり
M：マクロセパレータ付
Ａ：ラジエータ用フィルタ付
F：リターンフィルタ付
T：温度計付（TP20Eのみ）

TP10E-※※※※-B-※-03 TP10E-※※※※-C-※-03

TP20E-※※※※-C-※-03 TP20E-※※※※-D-※-03

E

F

E

F

形　　　　式

TP20E-BEA4-C-03

TP20E-CEA2-C-03 

TP20E-CEB3-C-03

TP20E-CEA3-D-03

TP20E-CEA4-D-03

Ａ

181

181

181

191

191

Ｂ

（244）

（244）

（244）

（264）

（264）

Ｃ

（452）

（452）

（452）

（472）

（472）

Ｄ E F

（487）

（487）

（487）

（507）

（507）

460

460

460

485

485

480

480

480

505

505

寸　　法
（単位：mm）

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

リターンフィルタ

圧力スイッチ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

リターンフィルタ

圧力スイッチ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

形　　　　式

TP10E-BEA1-B-03 

TP10E-BEA2-B-03

TP10E-BEA3-B-03

TP10E-BEA3-C-03

Ａ

171

171

171

181

Ｂ

（226）

（226）

（226）

 （244） 

Ｃ

（390）

（390）

（390）

（408）

Ｄ

（425）

（425）

（425）

（443）

E

430

430

430

460

F

450

450

450

480

寸　　法
（単位：mm）

■油温特性

■外観寸法図

L：下限 [9.3L]
H：上限 [10L]

24
7

16
4

41
1

P:Rc1/2

R:Rc3/4

(9)ナイロンチューブ

(9)ナイロンチューブ

(5)注油口兼エアブリーザ

G3/4

銘  板

装置注意銘板

排油口(Rc3/8)

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

DR:Rc1/2

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

250

300

345

360

※460（430）

16
5

4-∅9

31
5

67

4058

118

33
2

17.5

38
.1Rc1/2

吐出し口

4-M8深12

(8)ラジエータ

(1)タンク

(7)マグネットプレート

(6)油面計

(3)トヨポンプ

(4)圧力計

(2)ストレーナ

　

Pポート詳細

L：下限 [13.2L]
H：上限 [18L]

P:Rc1/2

R:Rc3/4

(9)ナイロンチューブ

(9)ナイロンチューブ

(5)注油口兼エアブリーザ

G3/4

銘  板

(8)ラジエータ

(1)タンク

(7)マグネットプレート

装置注意銘板

排油口(Rc3/8)

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

DR:Rc1/2

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

250

300

435

450

※485（460）

16
5

4-∅9

31
5

67

20
8

27
2

48
0

4058

118

33
2

17.5

38
.1Rc1/2

吐出し口

4-M8深12

(6)油面計

(3)トヨポンプ

(4)圧力計

(2)ストレーナ

　Pポート詳細

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マグネットプレート

ラジエータ

ナイロンチューブ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

油面計

マグネットプレート

ラジエータ

ナイロンチューブ

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

●作動油：ISO VG32　●油温：35℃　●電源：AC200V60Hz
●データは無風状態にてポンプ吐出し側をブロックさせてフルカットオフ
　（FC）としています。
●データは代表値であり、構成される回路機器、動作サイクルにより異なります。
油温は60℃以下にてご使用下さい。

条件

注意

※（　）内はTP10E-□□-B-03となります。

※（　）内はTP20E-□□-C-03となります。

TP10E-□□-B-03［基本形］

TP10E-BEA3-B-03 TP20E-CEA3-D-03

TP10E-□□-C-03［基本形］

TP20E-□□-C-03［基本形］ TP20E-□□-D-03［基本形］

P R DR

P R DR
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■電動機の選定早見表

■仕　様

基本形式

TP10E-BEA2-B-※-3※※

TP10E-BEA3-B-※-3※※

TP10E-BEA3-C-※-3※※

TP20E-BEA4-C-※-3※※

TP20E-CEA2-C-※-3※※

TP20E-CEB3-C-※-3※※

TP20E-CEA3-D-※-3※※

TP20E-CEA4-D-※-3※※

タンク容量
（L）

10

18

最高使用圧力
（MPa）

4

7

8

4

7

8

電動機容量
（kW）

0.75kW 4P

1.5kW 4P

2.2kW 4P

8

16.7

ポンプ容量
（㎤/rev）

圧力調整範囲
（MPa）

2.5～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

2.0 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

電　圧
（V）

中国

AC200V/50Hz

AC380V/50Hz

AC220V/50Hz

韓国

AC220V/60Hz

AC440V/60Hz

AC380V/60Hz

欧州

AC200V/50Hz

AC380V/50Hz

AC400V/50Hz

質　量
（㎏）※１

39

46

48

58

※１：作動油及びオプションは含まれておりません。

■ポンプ吐出し量調整ねじ吐出し量調整

■消費電力 ■騒音特性

●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz条件 ●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz
●測定点：水平方向は装置端から1m、高さ方向はフロアーから1.2mにて
測定し四方向の平均値です。

※データは代表値であり、設置されるフロアーや架台、周囲の反射物の有無
により異なります。

条件

●出荷状態（0°位置）より吐出し量を調整する場合は、上記グラフの回転角
度を参考に調整して下さい。

●ポンプの吐出し量調整ねじは納入時位置より左回転（反時計方向）にさせ
ないで下さい。

吐出し量調整ねじの回転角度とポンプ無負荷時吐出し量との関係

CE-※タイプ

BE-※タイプ 1800min-1

1800min-1

1500min-1

1500min-1

30

20

10

0
0 90 180 270 360 450

20mm2/c

回転角度（時計方向）

無
負
荷
時
 吐
出
し
量
（
L/
m
in
）

〈海外効率規制対応〉　省エネ油圧ユニット　トヨパックECOⅡ

■特　長
世界各国で進む低圧三相誘導電動機の効率規制化に対応した省エネ油圧ユニット
です。
　・中国高効率規制対応
　・韓国高効率規制対応
　・欧州高効率規制対応
　　（欧州仕様は、K－2ページのトヨパックECOⅡも対応しています。）
●ポンプと電動機､タンクの組み合わせは下記の形式説明・仕様より選定してください。
●タンク内の作動油が油面計のＨレベルまで満たされていることを確認してください。
　運転後は回路内に作動油が入るため､タンク油面が下がるので補充をお願いします。
●電源側と電動機側の相はL1(R)－Ｕ､L2(S)－Ｖ､L3(T)－Ｗとし､試運転時は起動・停止交互運転を
行い､吐出し側に付いている圧力計にて昇圧することを確認してください。昇圧しない場合は､電動機
の回転方向を確認してください。回転方向は､電動機のファン側から見て時計回りです。
●エアー抜きを実施してください。油圧管路の一番遠い所でリターンに接続すると､より早くエアー抜きが
出来ます。
●アース配線は必ず行ってください。感電や火災の原因となります。感電事故防止（火災防止）をより確
実にするためにも､漏電遮断機を設置することを推奨します。
●油圧装置と本機側配管との接続は常用１４ＭＰａ以上､長さ２～３ｍ程度のゴムホースを使用し十分な
たわみを持たせてください。
●作動油は一般鉱物油系油圧作動油(ＩＳＯ ＶＧ３２相当)を油温５～６０℃の範囲でご使用ください。範
囲外で使用しますと故障の原因､作動油の劣化の原因となります。難燃性作動油は使用できません。
●作動油交換の際は､同一銘柄をご使用ください。
●油圧装置の周囲温度は５～35℃の範囲でご使用ください。
●作動油は１年に一度交換するか､汚染が認められた時に交換してください。汚染管理は､汚染度をＮＡ
Ｓ １６３８－１２級以内としてください。作動油が汚染されると機器の寿命低下・故障の原因となります。
●作動油の含水量は０．１％以下としてください。水分が混入すると故障の原因となります。

■形式説明

ＴＰ１０Ｅ-ＢＥＡ２-Ｂ-(B)(Ｌ)(Ｍ)-３ＮＣ
国別効率規制対応
　中国効率規制対応 欧州効率規制対応
　　ＮＣ：AC200V/50Hz  ＮＮ：AC200V/50Hz
　　ＷＣ：AC380V/50Hz  ＷＮ：AC380V/50Hz
　　ＢＣ：AC220V/50Hz   AC400V/50Hz
　韓国効率規制対応
　　ＮＫ：AC220V/60Hz
　　ＷＫ：AC440V/60Hz
　　ＦＫ：AC380V/60Hz
効率レベル：ＩＥ３対応電動機
オプション
　　Ｍ：マイクロセパレータ付
　　無記号：小形マグネット付
オプション
　　Ｌ：タンク自主水張検査済み
　　無記号：なし
オプション
　　Ｂ：レベルスイッチ付
　　無記号：なし

トヨパック
タンク容量

　　１０：１０Ｌ
　　２０：１８Ｌ
ＥＣＯシリーズ
ポンプ容量

　　ＢＥ：８㎤/ｒｅｖ
　　ＣＥ：１６．７㎤/ｒｅｖ

圧力調整範囲
　　Ａ２：２．５～４ＭＰａ
　　Ａ３：４～７ＭＰａ
　　Ａ４：６～８ＭＰａ
Ｂ３：４～７ＭＰａ

（ポンプ容量「ＣＥタイプ」のみ）
電動機容量

　　Ｂ：０．７５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｃ：１．５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｄ：２．２ｋＷ　４Ｐ

●油圧回路

※タンク容量､ポンプ容量､電動機容量の組み合わせは仕様の基本形式欄の中から選定してください。

P R DR

オプション
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■電動機の選定早見表

■仕　様

基本形式

TP10E-BEA2-B-※-3※※

TP10E-BEA3-B-※-3※※

TP10E-BEA3-C-※-3※※

TP20E-BEA4-C-※-3※※

TP20E-CEA2-C-※-3※※

TP20E-CEB3-C-※-3※※

TP20E-CEA3-D-※-3※※

TP20E-CEA4-D-※-3※※

タンク容量
（L）

10

18

最高使用圧力
（MPa）

4

7

8

4

7

8

電動機容量
（kW）

0.75kW 4P

1.5kW 4P

2.2kW 4P

8

16.7

ポンプ容量
（㎤/rev）

圧力調整範囲
（MPa）

2.5～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

2.0 ～ 4.0

4.0 ～ 7.0

6.0 ～ 8.0

電　圧
（V）

中国

AC200V/50Hz

AC380V/50Hz

AC220V/50Hz

韓国

AC220V/60Hz

AC440V/60Hz

AC380V/60Hz

欧州

AC200V/50Hz

AC380V/50Hz

AC400V/50Hz

質　量
（㎏）※１

39

46

48

58

※１：作動油及びオプションは含まれておりません。

■ポンプ吐出し量調整ねじ吐出し量調整

■消費電力 ■騒音特性

●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz条件 ●作動油：ISO VG32　●油温：50℃　●電源：AC200V60Hz
●測定点：水平方向は装置端から1m、高さ方向はフロアーから1.2mにて
測定し四方向の平均値です。
※データは代表値であり、設置されるフロアーや架台、周囲の反射物の有無
により異なります。

条件

●出荷状態（0°位置）より吐出し量を調整する場合は、上記グラフの回転角
度を参考に調整して下さい。
●ポンプの吐出し量調整ねじは納入時位置より左回転（反時計方向）にさせ
ないで下さい。

吐出し量調整ねじの回転角度とポンプ無負荷時吐出し量との関係

CE-※タイプ

BE-※タイプ 1800min-1

1800min-1

1500min-1

1500min-1

30

20

10

0
0 90 180 270 360 450

20mm2/c

回転角度（時計方向）

無
負
荷
時
 吐
出
し
量
（
L/
m
in
）

〈海外効率規制対応〉　省エネ油圧ユニット　トヨパックECOⅡ

■特　長
世界各国で進む低圧三相誘導電動機の効率規制化に対応した省エネ油圧ユニット
です。
　・中国高効率規制対応
　・韓国高効率規制対応
　・欧州高効率規制対応
　　（欧州仕様は、K－2ページのトヨパックECOⅡも対応しています。）
●ポンプと電動機､タンクの組み合わせは下記の形式説明・仕様より選定してください。
●タンク内の作動油が油面計のＨレベルまで満たされていることを確認してください。
　運転後は回路内に作動油が入るため､タンク油面が下がるので補充をお願いします。
●電源側と電動機側の相はL1(R)－Ｕ､L2(S)－Ｖ､L3(T)－Ｗとし､試運転時は起動・停止交互運転を
行い､吐出し側に付いている圧力計にて昇圧することを確認してください。昇圧しない場合は､電動機
の回転方向を確認してください。回転方向は､電動機のファン側から見て時計回りです。
●エアー抜きを実施してください。油圧管路の一番遠い所でリターンに接続すると､より早くエアー抜きが
出来ます。
●アース配線は必ず行ってください。感電や火災の原因となります。感電事故防止（火災防止）をより確
実にするためにも､漏電遮断機を設置することを推奨します。
●油圧装置と本機側配管との接続は常用１４ＭＰａ以上､長さ２～３ｍ程度のゴムホースを使用し十分な
たわみを持たせてください。
●作動油は一般鉱物油系油圧作動油(ＩＳＯ ＶＧ３２相当)を油温５～６０℃の範囲でご使用ください。範
囲外で使用しますと故障の原因､作動油の劣化の原因となります。難燃性作動油は使用できません。
●作動油交換の際は､同一銘柄をご使用ください。
●油圧装置の周囲温度は５～35℃の範囲でご使用ください。
●作動油は１年に一度交換するか､汚染が認められた時に交換してください。汚染管理は､汚染度をＮＡ
Ｓ １６３８－１２級以内としてください。作動油が汚染されると機器の寿命低下・故障の原因となります。
●作動油の含水量は０．１％以下としてください。水分が混入すると故障の原因となります。

■形式説明

ＴＰ１０Ｅ-ＢＥＡ２-Ｂ-(B)(Ｌ)(Ｍ)-３ＮＣ
国別効率規制対応
　中国効率規制対応 欧州効率規制対応
　　ＮＣ：AC200V/50Hz  ＮＮ：AC200V/50Hz
　　ＷＣ：AC380V/50Hz  ＷＮ：AC380V/50Hz
　　ＢＣ：AC220V/50Hz   AC400V/50Hz
　韓国効率規制対応
　　ＮＫ：AC220V/60Hz
　　ＷＫ：AC440V/60Hz
　　ＦＫ：AC380V/60Hz
効率レベル：ＩＥ３対応電動機
オプション
　　Ｍ：マイクロセパレータ付
　　無記号：小形マグネット付
オプション
　　Ｌ：タンク自主水張検査済み
　　無記号：なし
オプション
　　Ｂ：レベルスイッチ付
　　無記号：なし

トヨパック
タンク容量

　　１０：１０Ｌ
　　２０：１８Ｌ
ＥＣＯシリーズ
ポンプ容量

　　ＢＥ：８㎤/ｒｅｖ
　　ＣＥ：１６．７㎤/ｒｅｖ

圧力調整範囲
　　Ａ２：２．５～４ＭＰａ
　　Ａ３：４～７ＭＰａ
　　Ａ４：６～８ＭＰａ
Ｂ３：４～７ＭＰａ

（ポンプ容量「ＣＥタイプ」のみ）
電動機容量

　　Ｂ：０．７５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｃ：１．５ｋＷ　４Ｐ
　　Ｄ：２．２ｋＷ　４Ｐ

●油圧回路

※タンク容量､ポンプ容量､電動機容量の組み合わせは仕様の基本形式欄の中から選定してください。

P R DR

オプション
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装
置

■油温特性

■オプション装備外観寸法図（※フル装備状態の外観図です。）

TP10E-※※※※-B-※-3※※
TP10E-※※※※-C-※-3※※

形　　　　式

TP10E-BEA2-B-※-3※※

TP10E-BEA3-B-※-3※※

TP10E-BEA3-C-※-3※※

Ａ

435

435

480.5

Ｂ

184

184

192

Ｃ

204

204

223

Ｄ

368

368

387

寸　　法
単位：mm

部品名称

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

№

6

7

8

9

10

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

№

1

2

3

4

5

TP10E-BEA3-B-03※※ TP20E-CEA3-D-03※※

●作動油：ISO VG32　●油温：35℃　●電源：AC200V60Hz
●データは無風状態にてポンプ吐出し側をブロックさせてフルカットオフ
　（FC）としています。
●データは代表値であり、構成される回路機器、動作サイクルにより異なります。
油温は60℃以下にてご使用下さい。

条件

注意

(3)

(4)

(1)

(6) H: 上限
L: 下限

(8)

320

345

360

B

ケーブル引込口∅27

排油口(Rc3/8)

ネームプレート
(装置形式銘板)

装置注意銘板

I N
O
 U
 T

(2)

D

16
4

25025 25

300

(1
98
)

4-∅9

332

C

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

M
O
D
E
L

M
FG
.N
O
.

H
B
P
V
-3

-V
B
1
E
-1
4
A

TO
YO
O
KI
 K
O
G
YO

豊
興
工
業
株
式
会
社

Ro
ta
tio
n

回
転
方
向

C
O
., 
LT
D
.

オプションB

マイクロセパレータ
オプションM時、

オプションL (トヨポンプ部品)

(9B)

(9A) 15
0

33
2

A

31
5

(5)注油口兼エアブリーザ

(10)レベルスイッチタンク検査済証

58

67

118

R: Rc3/4

P: Rc1/2

(7)マグネット

40

シール銘板　

M10アイボルト用穴

DR: Rc1/2

TP20E-※※※※-C-※-3※※
TP20E-※※※※-D-※-3※※

形　　　　式

TP20E-BEA4-C-※-3※※

TP20E-CEA2-C-※-3※※

TP20E-CEB3-C-※-3※※

TP20E-CEA3-D-※-3※※

TP20E-CEA4-D-※-3※※

Ａ

485

485

485

500

500

Ｂ

192

192

192

200

200

Ｃ

223

223

223

242

242

Ｄ

431

431

431

450

450

寸　　法
単位：mm

部品名称

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

№

6

7

8

9

10

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

№

1

2

3

4

5

M
O
D
E
L

M
FG
.N
O
.

H
B
P
V
-3

-V
B
1
E
-1
4
A

TO
YO
O
KI
 K
O
G
YO

豊
興
工
業
株
式
会
社

Ro
ta
tio
n

回
転
方
向

C
O
., 
LT
D
.

(9A)

(9B)

オプションL

マイクロセパレータ
オプションM時、

オプションB(トヨポンプ部品)

15
0

31
5

33
2

A

タンク検査済証

58

67

118

DR: Rc1/2

40

P: Rc1/2

R: Rc3/4
(7)マグネット

(5)注油口兼エアブリーザ

(10)レベルスイッチ

シール銘板
　

M10アイボルト用穴

(3)

(4)

(6)
H: 上限

L: 下限

(1)

(8)

410

435

450

B

ネームプレート
(装置形式銘板)

装置注意銘板
排油口(Rc3/8)

ケーブル引込口∅27

I N
O
 U
 T

(2)

25 250 25

300

20
8

D

332

C

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

4-∅9
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K
油
圧
装
置

■油温特性

■オプション装備外観寸法図（※フル装備状態の外観図です。）

TP10E-※※※※-B-※-3※※
TP10E-※※※※-C-※-3※※

形　　　　式

TP10E-BEA2-B-※-3※※

TP10E-BEA3-B-※-3※※

TP10E-BEA3-C-※-3※※

Ａ

435

435

480.5

Ｂ

184

184

192

Ｃ

204

204

223

Ｄ

368

368

387

寸　　法
単位：mm

部品名称

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

№

6

7

8

9

10

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

№

1

2

3

4

5

TP10E-BEA3-B-03※※ TP20E-CEA3-D-03※※

●作動油：ISO VG32　●油温：35℃　●電源：AC200V60Hz
●データは無風状態にてポンプ吐出し側をブロックさせてフルカットオフ
　（FC）としています。
●データは代表値であり、構成される回路機器、動作サイクルにより異なります。
油温は60℃以下にてご使用下さい。

条件

注意

(3)

(4)

(1)

(6) H: 上限
L: 下限

(8)

320

345

360

B

ケーブル引込口∅27

排油口(Rc3/8)

ネームプレート
(装置形式銘板)

装置注意銘板

I N
O
 U
 T

(2)

D

16
4

25025 25

300

(1
98
)

4-∅9

332

C

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

M
O
D
E
L

M
FG
.N
O
.

H
B
P
V
-3

-V
B
1
E
-1
4
A

TO
YO
O
KI
 K
O
G
YO

豊
興
工
業
株
式
会
社

Ro
ta
tio
n

回
転
方
向

C
O
., 
LT
D
.

オプションB

マイクロセパレータ
オプションM時、

オプションL (トヨポンプ部品)

(9B)

(9A) 15
0

33
2

A

31
5

(5)注油口兼エアブリーザ

(10)レベルスイッチタンク検査済証

58

67

118

R: Rc3/4

P: Rc1/2

(7)マグネット

40

シール銘板　

M10アイボルト用穴

DR: Rc1/2

TP20E-※※※※-C-※-3※※
TP20E-※※※※-D-※-3※※

形　　　　式

TP20E-BEA4-C-※-3※※

TP20E-CEA2-C-※-3※※

TP20E-CEB3-C-※-3※※

TP20E-CEA3-D-※-3※※

TP20E-CEA4-D-※-3※※

Ａ

485

485

485

500

500

Ｂ

192

192

192

200

200

Ｃ

223

223

223

242

242

Ｄ

431

431

431

450

450

寸　　法
単位：mm

部品名称

油面計

マイクロセパレータ

ラジエータ

ナイロンチューブ

レベルスイッチ

№

6

7

8

9

10

部品名称

油圧タンク

ストレーナ

トヨポンプ

圧力計

注油口兼エアブリーザ

№

1

2

3

4

5

M
O
D
E
L

M
FG
.N
O
.

H
B
P
V
-3

-V
B
1
E
-1
4
A

TO
YO
O
KI
 K
O
G
YO

豊
興
工
業
株
式
会
社

Ro
ta
tio
n

回
転
方
向

C
O
., 
LT
D
.

(9A)

(9B)

オプションL

マイクロセパレータ
オプションM時、

オプションB(トヨポンプ部品)

15
0

31
5

33
2

A

タンク検査済証

58

67

118

DR: Rc1/2

40

P: Rc1/2

R: Rc3/4
(7)マグネット

(5)注油口兼エアブリーザ

(10)レベルスイッチ

シール銘板
　

M10アイボルト用穴

(3)

(4)

(6)
H: 上限

L: 下限

(1)

(8)

410

435

450

B

ネームプレート
(装置形式銘板)

装置注意銘板
排油口(Rc3/8)

ケーブル引込口∅27

I N
O
 U
 T

(2)

25 250 25

300

20
8

D

332

C

圧力調整ねじ
(右回転圧力上昇)

吐出し量調整ねじ
(右回転吐出し量減少)

4-∅9


